
������������������最先端の手術をみなさまの笑顔のために

消化器外科 医長 村 上 哲 平

近年食生活の欧米化に伴って、わが国の大腸癌の罹患率、死亡率は
年々増加しています。
当院では年間100例以上の大腸癌手術を行っており、全国でも有数
の症例数となっています。全国のがん専門施設で研鑽を積んだ外科医
が当院に参集しており、豊富な経験に基づいた最新・最先端の手術を
みなさまに提供いたします。
当院では、進行した大腸癌であっても、ほぼ全ての患者様に腹腔鏡
手術を行っています。従来の開腹手術と比べると、体の負担・傷の痛みが軽減します。
直腸癌に対しては、最先端の医療技術である手術支援ロボット「ダヴィンチ」によるロボット手術を行っ
ています。
ロボット手術は腹腔鏡手術の一つです。通常の腹腔鏡手術では外科医が直接道具を動かして手術を行いま
す。ロボット手術では道具をロボットが動かします(コックピットで外科医がロボットを操作します)。この手
術により、骨盤奥深くの直腸癌
に対しても精密で繊細な手術が
可能となります。通常は永久人
工肛門となってしまうような肛
門に近い進行直腸癌であって
も、ロボットを駆使し肛門温存
手術を行っています。
また、直腸癌手術では排尿障
害・性機能障害が高率に起こる
とされていますが、ロボット手
術により緻密な神経温存手術が
可能となり機能温存が期待でき
ます。
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専門医からの一口メモ

「問題となる慢性腎臓病を
見逃さないために」

専門医からの一口メモ

「アレルギー性鼻炎について」

地方独立行政法人神戸市民病院機構
神戸市立医療センター西市民病院



当院では進行大腸癌の患者様が
多く、その経験から患者様の状態
に応じて適切な治療を行っており
ます。
例えば、局所で大きく進行した
大腸癌の患者様、肺や肝臓に転移
したステージ４の大腸癌の患者様
には、手術 ・化学療法 ・放射線療法 を様々な方法で組み合わせて根治を目指します。
セカンドオピニオンも受け付けております。ご遠慮なく神戸市立医療センター西市民病院にご相談ください。
大切な患者様の笑顔のためにスタッフ一同、最善を尽くします！
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新型コロナウイルスの検査と臨床検査技術部の対応について

臨床検査技術部 主査 内 田 浩 也
現在、新型コロナウイルスとの闘いの最中ですが、このウイルスは感染力が高いうえ、潜伏期間が１～14日、
感染可能期間は発症の２日前からとされており、患者への適切な治療と感染拡大防止のため、状況に応じた適
切な検査実施が求められます。
今回は、各種検査法及び昨年からの当院臨床検査技術部の対応について簡単に述べさせていただきます。新
型コロナウイルスの検査は、核酸検出検査、抗原検査、抗体検査の３つに大別されます。
核酸検出検査はウイルス遺伝子（核酸）を特異的に増幅するPCR（polymerase chain reaction）法が用い
られます。PCR 法は核酸の温度変化で変性する特徴を利用し、核酸を指数関数的に増幅する検査法であり、
リアルタイムRT-PCR（reverse transcription PCR）法（以下ｑRT-PCR法）や、簡便かつ短時間で結果判
定ができる LAMP（loop-mediated isothermal amplification）法等の簡易法があります。ｑRT-PCR法は
現在最も感度の高い検査法です。このため、罹患後に感染性がなくなっている状態でも陽性となる事例がある
ことは留意すべき点です。検体は鼻咽頭ぬぐい液や唾液などです。新型コロナウイルスは上気道から感染する
ため、鼻咽頭ぬぐい液が最も信頼性の高い検体となりますが、不適切な検体採取法やウイルス量の少ない検体
では偽陰性となることがあるので注意が必要です。唾液は自己採取が可能なため、医療者の暴露リスクが低減
するという利点があり
ますが、鼻咽頭ぬぐい
液と比較すると感度は
低いとされています。
抗原検査はウイルス
中に含まれる特定のタ
ンパク質を目的抗原と
して検出する方法で
す。イムノクロマト法
による定性検査、化学
発光酵素免疫測定法
（CLEIA）法による定
量・定性検査などがあ
ります。定性検査は、

令和３年３月31日付、医師の退職・異動に
ついてお知らせいたします。
地域医療機関の皆様方には、お世話になり

ありがとうございました。

医師の退職・異動のお知らせ

院 長 竹 内 康 人

【部長】
診療科 医 師 名

耳鼻いんこう科 雲 井 一 夫

【部長代行・医長・副医長・専攻医・研修医】
診療科 医 師 名 診療科 医 師 名

腎 臓 内 科 鳥越 和雄（部長代行（医長）） 内分泌・糖尿内科 藤原 秀哉（医 長）

循 環 器 内 科 木下美菜子（医 長） 循 環 器 内 科 山根啓一郎（医 長）

外科・消化器外科 長田 圭司（医 長） 放射線診断科 吉川 俊紀（医 長）

整 形 外 科 朴 憲之（副医長） 皮 膚 科 小川 聡（副医長）

消 化 器 内 科 太田 匠悟（医 員） 脳 神 経 内 科 下山 佳織（専攻医）

消 化 器 内 科 小林 拓哉（専攻医） 消 化 器 内 科 山本 健太（専攻医）

呼 吸 器 内 科 嶋田 有里（専攻医） 小 児 科 宇治田凪紗（専攻医）

外科・消化器外科 石田 叡（専攻医） 乳 腺 外 科 御勢 文子（専攻医）

整 形 外 科 和田 晃大（専攻医） 呼 吸 器 外 科 甲 貴文（専攻医）

泌 尿 器 科 請田 翔子（専攻医） 産 婦 人 科 北口 智美（専攻医）

皮 膚 科 熊谷 淳（専攻医） 放射線診断科 宮﨑 亜樹（専攻医）

麻 酔 科 森 梓（専攻医）

研 修 医 内山 葵 研 修 医 亀井沙瑛香

研 修 医 清瀬ますみ 研 修 医 竹本 桃子

検査方法 qRT-PCR法 LAMP法 抗原定性(イムノクロマト法)
感度 ◎ 〇 △
測定時間 ２～３時間 45分 15～30分

使用検体 鼻咽頭ぬぐい液唾液
（職員定期PCR） 鼻咽頭ぬぐい液 鼻咽頭ぬぐい液

長所
最も感度が高く、信頼性
あり

ｑRT-PCR法と比較して
測定時間が短い前処理が
簡便

測定時間が短く、作業が
簡便 機器を必要とせず、
目視判定できる

短所
測定時間が長く、検査に
熟練を要す

ｑRT-PCR法と比較して
感度が低い

PCR 法と比較して感度が
低い

当院での
運用

月～金及び日曜日の日勤
帯で対応
検体は鼻咽頭ぬぐい液が
基本 入院時、術前など
疑似からスクリーニング
まで全てに対応

月～金及び日曜日の日勤
帯で対応
検体は鼻咽頭ぬぐい液
緊急手術などｑ RT-PCR
法を待てない患者に適応
ｑRT-PCR法と併用

日当直帯での対応
検体は鼻咽頭ぬぐい液
ｑRT-PCR法と併用

表 当院で採用した新型コロナウイルスの検査法一覧



測定機器を必要とせず簡便・迅
速なツールですが、目視判定に
おいては、検者によって認識が
異なるような微妙な反応を示す
こともあり、判定に苦慮する場
面もあります。有症状者のスク
リーニング等に有用とされ、症
状発症から９日目以内の症例で
は確定診断として用いることが
できますが、無症状者に対して
は、ｑ RT-PCR 法と比較する
と感度が低いため推奨されてい
ません。最近では民間の検査
キットの販売も行われています
が、検査には適正な検体採取や精度管理、結果解釈が必要であり、安易な使用は控えるべきです。抗原定量検
査は、特異度が高く、感度も定性検査より比較的良いとされていますが、専用機器が必要となります。
抗体検査は血液からウイルスのタンパク質に対する抗体を検出します。細胞内侵入に関与するスパイク（S）
タンパクやコロナウイルスで最も豊富なタンパク質であるヌクレオカプシド（N）タンパクなどを標的とした
ものがあります。感染歴の指標や、ワクチン接種後の効果の確認、公的機関の大規模疫学調査などにも利用さ
れますが、現在は保険適応ではなく当院では施行しておりません。
神戸市は2009年に新型インフルエンザを経験しましたが、現在のような感染拡大状態とはならず、PCR検
査も各病院レベルでは行いませんでした。しかし、今回は、2020年１月15日、本邦初の新型コロナウイルス感
染例が報告され、３月３日に神戸市で初感染例、４月７日に初の緊急事態宣言が発令されました。検査部では
４月10日より既存保有機器での LAMP法による検査を開始しました。しかし、LAMP法での検査には限界が
あり、より感度の高いqRT-PCR法の導入が求められました。当時、当院ではリアルタイムPCR検査に対す
る知識や技術もなく、まさにゼロからのスタートでした。そこで、担当職員が中央市民病院遺伝子検査室へ研
修に出向き、マンツーマンで指導していただきました。そのおかげで、４月15日には qRT-PCR検査の運用を
開始することができました。極めて短期間に技能を習得し運用に至ったことは誇らしく、この時期の職員の努
力には頭の下がる思いでした。４月22日からは入院時・術前スクリーニング検査をどこよりも早く開始。第一
波が５月に収束し５月20日緊急事態宣言解除。７月より軽度流行期に
入り第二波。７月後半からの検査数増加を受け、８月より日曜日にも
当番で担当職員が出務し PCR 検体処理を行う運用を開始しました。
11月に院内クラスターが発生し、日々の微生物検査業務に加え、患者・
職員あわせて連日100件を超える PCR 検査がありましたが、一心不
乱に取り組みました。この経験により、より一層チームワークが向上
し検査の効率化を図ることができたと思います。他職種からのねぎら
いの言葉は私たちにとって大きな励みとなり、他職種との垣根が以前
にも増して低くなりました。どの部署も大変な状況でしたが、お互い
に鼓舞しあい、クラスター収束という同じ目標に向かって病院全体で
乗り越えることができました。
院内クラスターや年末年始の第３波を乗り越えた矢先に変異株によ
る第４波が襲来、陽性者数が激増し現在に至ります。
世界的なPCR検査の需要の高まりにより、PCR関連の物品（チッ

放射線技術部からの発信

放射線技術部技師長 酒 井 慎 治

申込み
方法

■表 当院で採用した新型コロナウイルスの検査法一覧

検査方法 qRT-PCR法 LAMP法 抗原定性(イムノクロマト法)
感度 ◎ 〇 △

測定時間 ２～３時間 45分 15～30分

使用検体 鼻咽頭ぬぐい液唾液
（職員定期PCR） 鼻咽頭ぬぐい液 鼻咽頭ぬぐい液

長所
最も感度が高く、信頼性あり ｑRT-PCR法と比較して

測定時間が短い前処理が簡便
測定時間が短く、作業が
簡便．機器を必要とせず、
目視判定できる

短所 測定時間が長く、検査に熟練
を要す

ｑRT-PCR法と比較して
感度が低い

PCR法と比較して感度が低い

当院での運用

月～金及び日曜日の日勤帯
で対応．
検体は鼻咽頭ぬぐい液が基
本．入院時、術前など疑似か
らスクリーニングまで全て
に対応．

月～金及び日曜日の日勤帯
で対応．
検体は鼻咽頭ぬぐい液．
緊急手術などｑ RT-PCR 法
を待てない患者に適応．
ｑRT-PCR法と併用．

日当直帯での対応．
検体は鼻咽頭ぬぐい液．
ｑRT-PCR法と併用．

図 ＰＣＲ検査対応と陽性者数の推移

写真 ＰＣＲ測定



プ、チューブ類など）や採取用スワブ、試薬などの欠品が相
次ぎ、代替品の在庫確保に追われています。特に、採取用ス
ワブは病棟や外来など部署や用途ごとに、その時入荷したス
ワブに何度も変更せざるを得ない状況を繰り返しています
が、院内での協力を得ながらなんとか運用を続けています。
私たちが PCR 検査を行ううえで注意していることがあり

ます。例えば、RNA 抽出時にウイルス量の多い検体では特
に、ごく微量な検体の混入でも隣の検体が偽陽性となってし
まったり、周囲を汚染してしまったりするため、全検体をウ
イルス量の多い検体だと考え常に緊張感に包まれながら検査を行っています。また、検体確認や結果入力等の
間違いの起こりやすい場面では２名で確認しながら行うなど、細心の注意を払っていますが、入院時や術前ス
クリーニングなどの検査前確率の低い患者さんで陽性となった場合などは、慎重に確認しながら検査を行って
いても不安で押しつぶされそうになることもあります。その際、濃厚接触者で就業停止者がでることもありま
すが、比較的早期にとらえることで病院への影響を最小限にとどめ、少しでも感染対策に貢献できていることに
やりがいを感じて日々の検査を行っています。検査に追われる毎日ですが、検査を行う者としてwebでの勉強
会などで日々最新の知見を得て、それを踏まえた情報を発信できるように心がけています。
最後に、変異株が問題となっていますが、今後も情勢に応じた柔軟な検査対応が必要と考えています。地域
の皆様とともに新型コロナウイルスに対峙し、この難局を乗り越えていきたいと思っておりますので、今後と
も変わらぬご協力をお願いいたします。

����������������������������小児アレルギー講習会（オンライン）のお知らせ

小児アレルギー講習会を下記のとおり、オンラインで開催いたします。市民以外に医療・保育・学校関係者の

方々にもご参加頂いておりますので、ご気軽にご参加ください。

開催日時 2021年７月１日（木）15：00～16：30（15分前から入室できます）
内 容 食物アレルギー対応③（アレルギー対応時の役割分担とエピペンについて）

小麦アレルギーへの対応食と食品表示の見方
質問コーナー

申込方法 参加ご希望の方は地域医療在宅支援室まで、下記項目を記入頂き、

メールアドレス w_kouza@kcho.jp まで送信をお願いいたします。
後日、招待メールをお送りいたします。

【申し込みメール必要記載事項】

① 件名：７/１食物アレルギー対応申込

② お名前

③ 日中に連絡のつく電話番号

④ ご施設名（市民の方は記載不要）

⑤ 職種（市民の方は記載不要）

締 切 日 2021年６月25日（金）

メールアドレスは
↑こちら

写真 結果のダブルチェック



■ 2020年度開催の様子

��������������小児アレルギー講習会(オンライン)のお知らせ

������������������病児保育室たんぽぽのご案内
施設概要 西市民病院 病児保育室 たんぽぽ

住所：神戸市長田区一番町２丁目１ ルーエ七容
※西市民病院の裏（南側）にある赤い屋根の建物

電話 /FAX番号：078 - 521 - 9311
対象児童 ①神戸市内に居住している生後６ヶ月から小学校６年生までの児童

②市外居住で、神戸市内の保育所（園）・幼稚園・認定こども園・地域型保育事業所・小学校に

通う児童

③市外居住で、神戸市内に勤務する保護者の小学校６年生までの児童

定 員 数 ５名 ※ただし、お子様の疾患の種類によっては、定員内であってもご利用頂けない場合が

ございます。

利用時間 月曜日～金曜日 ８時00分～18時00分まで（土・日・祝日は利用不可）
※受入れ可能な時間帯は原則８時00分～11時45分までとなります。

※必ず18時00分までにお迎えに来てください。

利 用 料 保育料：2,000円 ※給食代・おやつ代は別途500円

【転入等 ６月１日付】
所 属 補 職 氏 名
皮 膚 科 専 攻 医 上田 佳奈

【転出等 ５月31日付】
所 属 補 職 氏 名
皮 膚 科 専 攻 医 田中 彰浩

医師の転出・転入等のお知らせ

��������������������新型コロナウイルス感染症に関する動画配信について（お知らせ）

令和３年５月11日、神戸市長田区医師会、神戸市長田保健センター、一般社団法人 神戸市医師会 長田区医

療介護サポートセンター、長田区内特別養護老人ホーム共催の区内高齢者施設職員を対象とした感染予防実務

者研修会において、当院の職員が講師として講演いたしました。

昨今の新型コロナウイルス感染症感染拡大によりコロナ受入病床が著しく逼迫していることに鑑み、長田区

医療介護サポートセンター様にご協力いただき、講演内容を動画配信しております。

感染予防に役立てていただければ幸いです。

動画配信内容 ⑴ 「COVID-19感染予防」（再生時間 67分）

新型コロナウイルス対策本部長 総合内科部長 小西 弘起

⑵ 「皆で乗り越えよう‼新型コロナウイルス感染症」（再生時間 42分）

新型コロナウイルス対策本部副本部長 看護部主幹 感染管理認定看護師 俣木 陽子

閲 覧 方 法 当院ホームページの「新着情報」欄のリンク先または右のQRコード

http://nishi.kcho.jp/news/2700.html

配 信 期 間 令和３年６月30日まで

そ の 他 ⑴ 新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大が起こり、神戸市にも緊急

事態宣言が発出されたのを受け、医療の危機的状況などを市民の皆さま

と共有し、感染症予防の徹底を呼びかける啓発メッセージ動画を神戸市

が制作、順次公開していますが、当院の副院長兼看護部長もメッセージ

を発信しております。

「今、できることを自分からできるコロナ対策を考える」（再生時間 ２分）

https://www.city.kobe.lg.jp/a57337/covid19/imadekirukoto.html

神戸市立医療センター西市民病院副院長・看護部長 別府 清香

⑵ 神戸新聞ＮＥＸＴ（令和３年５月14日 UP）

新型コロナウイルス感染症への当院の対応状況について神戸新聞様より

取材がございましたが、その際の動画をＵＰしていただいています。

「コロナ中等症対応病院 命を守る最前線のとりでに」（再生時間 ８分）

https://www.kobe-np.co.jp/rentoku/movie/new/202105/0014324878.shtml
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